
資料３ 
 

「論点の柱立て」に向けて 

 

Ⅰ 「簡素で効率的な政府」における公務の範囲及びそれを担う従事者の類型化

とそれぞれの在り方 

①  公務の範囲についてどのように考えるか 

②  公務を公務員とそれ以外の者とで分担する現状についてどう考えるか 

③  公務員の類型化についてどう考えるか 

④  公務員の現状とそのあるべき姿についてどう考えるか 

 

 

Ⅱ 国民主権・財政民主主義の原理と労使関係の在り方 

①  国民主権・財政民主主義の原理及び現状についてどう考えるか 

②  国民主権・財政民主主義の原理と労使関係の在り方についてどう考えるか 

③  公務の質と勤務条件の関係についてどう考えるか 

 

 

Ⅲ 労働基本権を含む労使関係の在り方 

①  Ⅰ、Ⅱを踏まえ、公務員の労使関係のあるべき姿とその現状についてどう考

えるか 

②  労働基本権の現状をどう評価するか 

③  団結権、団体交渉権(団体協約締結権)、争議権についてそれぞれどう考える 

か 

 

 

Ⅳ その他関連事項 

その他公務員の在り方に関し検討すべき事項についてどう考えるか 

 

 

以上 


